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研究目的 無線通信において先行して開発されている高度な通信方式を光通信においても実現する。 

研究内容 

高速な多値変調を行う場合に生じる波形の歪みをディジタル信号処理により補償する。

予等化を用いる場合は，光波形の状態で歪みの小さい任意の波形を実現することが可能

である。光変復調のみならず，光ファイバ計測分野への応用も考えられる。 

用  途 光通信，光変復調，光ファイバ計測 
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